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出される CO2 に対して、最も直接的な削減法として CCS









　インドネシアの人工は約 2 億 4000 万人で、世界で第 4 位
の人口を抱える大国です。また最近の経済状況は、安定し
た経済成長を維持しており、年 4％～ 6％の成長率を達成
しており、世界主要 20 ヶ国・地域が作る G-20 における東
南アジアから唯一の参加国です。さらに、石炭や石油をは
じめ、天然資源を大変豊富に有する国で、かつては OPEC
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図-1　CO2地中貯留技術の概念図（RITE資料）




































　図 -3 に Gundih ガス田の場所を示します。ここでは地下





































クリート充填鋼管（CFT）構造で、図 -4(b) は CFT 構造
の軽量化を目的として開発された二重鋼管コンクリート充




















































































































































































































































































これらの背景から、SCNE モデルとマルチクラス TN 均衡
手法を統合したスーパーネットワーク均衡（supply chain-
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スタッフ紹介































































 （修士課程 2 年　中川　貴文）

























































































































































　関係各位のご協力により人融知湧 Vol. 6 を無事に発行す
ることができました。ご執筆頂いた方々、広報委員会一同、
お礼を申し上げます。












































干名の学生に賞状と記念の盾を贈っています。平成 24 年度も 2
月 21 日の修士論文公聴会および 2 月 22 日の修士論文審査会にお
いて審査が行われ、5 件が選定されました。平成 24 年度 HUME
賞受賞者と論文タイトルは次の通りです。
受賞者氏名 論文タイトル
三上　陽平
MolecularDynamicsSimulationonAsphaltene
ProblemsinPetroleumEngineering（石油開発
分野でのアスファルテン障害に関する分子動力学シ
ミュレーション）
中務　真志 モデリング手法を用いた陸上スラスト帯の構造形成に関する検討
籾山　　嵩 コミュニティビジネスを通じた社会的包摂の実現に関する考察
木許　　翔 グラウンドアンカー工の経年劣化および斜面の安定性を考慮した維持補修計画に関する研究
大倉　慎也 鋼部材に接着された補強用当て板のはく離評価手法に関する研究
